
食をめぐる異なる価値との共生
―グローバル化の中のハラールとローカリティ―

静岡県立大学国際関係学部 富沢 寿勇

今日は食のグローバル化に関する問題の一つとして、ハラールのお話をし
ます。このごろ、新聞などで、いろいろな形で記事になることも多いので、
知名度が上がってきた領域かもしれません。

1．宗教と食べ物の規制

まずは図1を御覧ください。「食と文化」あるいは「食と宗教」の間には、
いろいろな関連、とくに宗教や文化的な慣習によるさまざまな食の規制があ
ります。セブンスデイ・アドヴェンティスト（ADV）というのは、キリス
ト教のプロテスタント系の新しい宗派です。モルモン教などもキリスト教の
一派です。この図にはほかにも多様な宗教の食物規制を示していますが、そ
れぞれ、宗教によって強く禁止しているもの（図中のＸ）や、敬虔な信者だっ
たら避けるような食べ物（なかには食べてしまう信者もたくさんいるような
もの）があります。
例えば牛肉についてはヒンドゥー教のところに「×（バツ）」が付いてい

るようにヒンドゥー教徒は基本的に牛を食べません。豚肉に関しては、セブ
ンスデイ・アドヴェンティスト、ユダヤ教徒とムスリムが禁じています。ユ
ダヤ教とイスラームには多くの共通のものがあります。
魚についてもさまざまです。日本人はエビやカニといった甲殻類を好みま

すが、セブンスデイ・アドヴェンティストとユダヤ教徒、一部のイスラーム
の宗派（例えばシーア派）は基本的に甲殻類を避けると言われています。
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アルコールを避けるという点では、イスラーム、モルモン教、セブンスデ
イ・アドヴェンティストが似ています。ユダヤ教徒はムスリムと同じように
ブタ肉を食べませんが、お酒を飲むことはできます。私たちが年中飲んでい
るようなコーヒーやお茶などを、セブンスデイ・アドヴェンティストとモル
モン教というキリスト教の一派は、厳格に禁止しています。
食べ合わせが問題とされることもあります。ユダヤ教徒の場合、「肉と乳

製品を一緒に食べてはいけない」とされます。要するに「お母さんの乳」と
「子どもの肉」を一緒に食べてはいけないという感覚です。とくにユダヤ教
徒の中の正統派といわれる人たちは、この規制に厳格にこだわります。
食の内容だけではなくて、どの程度食べるか、節度ある食事というか、食

べ過ぎないように宗教的に定められているのも幾つかあります。あるいは食
肉を作るために儀礼的に屠畜をする、動物を食べるためにきちんとした宗教
的な儀式に基づいて屠畜をするという点でも、ユダヤ教とイスラームは似て

図1：世界の諸宗教における食文化規制の比較
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いるところがあります。
図1を見て、どんな宗教でも食べられるものは何だろう、より普遍的な食

べ物はなんだろうと考えると、動物肉は基本的に避けてヴェジタリアン（菜
食主義）辺りが一番いいのではないかと思うかもしれません。しかし、ヴェ
ジタリアンでも、例えばインドのジャイナ教徒は植物なら何でもいいわけで
はなくて、土の中にあるジャガイモとかの根菜植物は食べてはならないとさ
れています。根っこを掘ると、そこで虫を殺してしまう、つまり殺生をして
しまうからなのです。ヴェジタリアンもなかなか難しいのです。

2．食のグローバル認証

近年、いろいろな形で食の規制と関連して、食のグローバル化に合わせた
認証制度が世界的に広がってきています。インドでは2011年に食品表示の規
制ができて、ヴェジタリアン用の食品と、ノンヴェジタリアン用の食品を色
と模様で分けて、食品のラベルを付けることが始まっています1。
私はマレーシアをフィールドとしているので、行くたびにマーケットやコ

ンビニで商品を見て回っています。図2はマレーシアで売られているナッツ
の包装袋ですが、HACCP、Halal、そしてヴェジタリアンの3つの認証ロゴ
が見えます。HACCP（ハサップ）というのは危害分析重要管理点と邦訳さ
れている食品の安全・衛生管理システムのことです。
マレーシアのハラール規格はこのHACCPを満たしていることも条件に

付けられていますから、いわばグローバル的な基準にイスラームの基準を合
わせている形になります。こういうのがどんどん広がってきている感じがし
ます。

1 インド FSS（Food Safety Standard 食品安全基準）規則（包装および表示）（2011年）による食品表
示において、「鳥、淡水あるいは海洋動物あるいは卵あるいはあらゆる動物由来の製品を含む動物のす
べてあるいは一部を原材料として含む食品。ただし、乳あるいは乳製品を除く」をノンヴェジタリアン
食品とし、赤い印のラベルを添付する。これら以外はヴェジタリアン食品とされ、緑のラベルが添付さ
れる。
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他方で、ユダヤ教徒が食べてよいと言われているのが「コーシェル食品」
です。コーシェル食品の認証制度はアメリカからはじまり、いまではイスラ
エルに逆輸入されている状況です。ハラールもコーシェルも共通しているの
は、ブタ肉を禁止すること、そして屠畜法が儀礼的なものに従うことです。
屠畜の仕方もとても似ています。
コーシェル食品の興味深い点は、先ほど述べたように、肉と乳製品を一緒

に食べることを禁じているところです。だから、例えば調理をするための食
品の棚も、乳製品と肉は絶対一緒にしません。冷蔵庫も分けて入れるとか、
流し場も違う場所を設けるということをやります。調理に使う包丁やまな板
も、乳製品用と肉製品用に分けるわけです。
イスラーム教徒にとっては、ブタは穢れた動物です。このようなよくない

ものは「ハラーム」、良いものは「ハラール」です。したがって、冷蔵庫を
分けなさいとか、調理場を分けなさいとか、洗い場も分けなさいということ
をやるのは、ハラールとハラームがくっつかないようにしようということで
す。この点、イスラームの考え方と、ユダヤのコーシェル食品の扱い方とが
よく似ています。
ユダヤ人がたくさんいるアメリカでは、コーシェル食品は市場にたくさん

図2：HACCP（写真右、下方の右側）、Halal（同左側）、
Vegetarian（写真左の右上）の各認証ロゴ
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出回っています。86，000種ぐらいあります。ただし、これを全てユダヤ人が
食べているかというとそうではなくて、アメリカで出回っているコーシェル
食品のうちユダヤ人が食べるのは、全体の15％ぐらいと言われています。
アメリカにはイスラーム教徒（ムスリム）もいます。この人たちがむしろ

ユダヤ教徒を上回ってコーシェル食品消費の16％ぐらいを占めているという
報告があります。それというのも、アメリカにはハラール食品はつい最近ま
では、せいぜい1，000種類くらいしかないと言われ、入手が限られてきたか
らです。そこで「ユダヤ教徒の作ったものであれば、大体ムスリムにも対応
するだろう」というとらえかたで、代替食品としてイスラーム教徒がコーシェ
ル食品を消費してきたという話があります。
コーシェル食品消費者の、その他の7割ぐらいの人たちは誰なのかという

と、ヴェジタリアンの人とか健康志向の人や、オーガニック食品志向の人た
ちです。コーシェルはオーガニックであることも結構多いので、オーガニッ
ク食品を食べたい人や、ちょっと変わったエスニック食品を食べたい人たち
が、コーシェル食品を手にしています。
そうした流れのもとでは、ハラール食品を作ればユダヤ教徒にも食べても

らえるだろう。菜食主義者、健康食品、自然食品、オーガニック食品、「環
境にやさしい」食品、フェアトレード生産品、エスニック食品を志向する一
般消費者などもきっとハラール食品も食べてくれるだろう、ということで、
いまハラール食品がとても宣伝されています。

3．アジアのハラール

現在、イスラーム市場を対象としたいろいろな食品からさまざまな商品を
作って、イスラーム教徒（ムスリム）に売っていくハラール産業が、とりわ
けアジア地域で注目されています。
世界のムスリム人口は今どんどん増えていて、だいたい16億人から18億人

ぐらいいます。そのうちの10億人以上、6割以上がアジア太平洋地域にいま
す。イスラームというと、中東や北アフリカのイメージが強いと思いますが、
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人口の大半はアジア太平洋地域に住んでいるわけです。
他方、中東や北アフリカとは異なり、アジア太平洋地域のムスリムは、非

ムスリムがたくさん住んでいるところに暮らしています。仏教やヒンドゥー
教、キリスト教といったさまざまな非ムスリムの人たちが大勢いる中で暮ら
しています。そうした環境のなかで、イスラームの信仰にかなり多くの人々
が集まっている。それがアジア太平洋地域の宗教状況です。
アジア地域のムスリムはそうした多民族、多文化、多宗教状況の中で暮ら

しているムスリムです。その状況は、言い換えると、ムスリムの人たちにとっ
ては、普段自分たちが食べているものが、イスラーム教徒が食べられるもの
として保障されているのか怪しい状況にあるともいえます。
例えばマレーシアがそうです。イスラーム教徒のみならず、豚肉を食べる

中国系の人などが一緒に暮らしています。さまざまな異なる宗教の人たちが
いるわけですから、市場に出回っている食品が、どこまでイスラームにかなっ
たものであるかは分からない。そこで、やはり市場に出回っている食品にハ
ラール認証などのロゴを付けていけば、ムスリムも安心して食べられるとい
う状況です。
それに対して中東や北アフリカは、世界のムスリム人口の中で2割程度に

すぎないのですが、人口の9割以上はムスリムなので、そこで暮らしている
分にはその辺に出回っている食品や商品はムスリムが作ったものだから大丈
夫だ、ハラールだということで、もともと認証にはあまり関心がありません
でした。ただ近年、アジア地域でハラール認証制度が盛んになってきたこと
もあり、中東や北アフリカでも徐々にそういう認証制度を取り入れはじめて
います。

4．六信五行とハラール、ハラーム、タイブ

ハラールの問題はもうだいぶ話していますけれども、イスラーム教の基本
的な知識は六信五行です。宗教というのは、我々は心の中で信じるものとい
うようなイメージで、「信仰」の部分がとても強調されるのですが、イスラー
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ムは「行」「行い」も重視します。つまり信じることも行いも、どちらも重
視するのです。
イスラーム法（シャリーア）の主要な基盤は、クルアーンとハディース（ム

ハンマドの言行録）です。それに基づくイスラーム教徒の六信五行とは以下
のものです。

六信 （1）唯一神アッラー、（2）天使、（3）預言者ムハンマド、（4）
聖典クルアーン、（5）来世、（6）定命

五行 （1）信仰告白、（2）1日5回の礼拝、（3）断食（第9月）、（4）
喜捨税（ザカート）、（5）マッカ（メッカ）巡礼

イスラームは一神教ですから、神はただ一つ、アッラーのみを信じます。
また預言者ムハンマドに神の言葉を伝えた天使の存在を信じます。イスラー
ムの開祖である預言者ムハンマドの言ったこと、行ったことも信じる。聖典
クルアーン、いわゆるコーランは、神の言葉がそのまま記されたものという
ことになっています。この書かれている内容を信じる。
さらには、来世を信じる。定命とか運命を信じる。世の中で起きているこ

とは、とくにスンニ派のイスラームの人たちが重視しますが、これは神が定
めたものなので、運命を信じなさいということです。だから、誰かが事故に
遭った、突然死してしまった、これらは全て運命だということです。とりわ
け来世を信じるのは、最終的に人は死ぬとあの世で神の審判を受けて、この
世でやった善いこと・悪いことがてんびんに掛けられて、善いことをたくさ
んした人は天国に行けるし、悪いことが多かった人は地獄に落ちる。そうい
う来世の信仰と共に現在を生きているわけです。
したがって、ハラールの食品を食べるというのは、神が許しているものを

食べること（善いこと）、許さないものを食べるのは悪いことになります。
その辺、よい事・悪い事が全部あの世で清算されるということを前提として、
人々はこの世の中を生きているということになります。
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「五行」の第一は信仰告白です。アッラーのほかに神はなく、預言者ムハ
ンマドはその使徒であるということを言葉で唱える。心の中で思っているだ
けではなくて、言葉で唱えます。そして1日5回の礼拝、1年に1回、イス
ラーム暦の第9月の毎日、日の出から日没まで断食をする。それから喜捨税
（ザカート）の制度も行の一つです。最後に、一生に一度はマッカ（メッカ）
に巡礼する。
これらがイスラームの「六信五行」です。ただ、ムスリムの人たちは、子

どもの時から六信五行なんて難しいことを教わるわけではなくて、やはり小
さい時、幼児の時に、お母さんから「それやっちゃ駄目よ」とか、「それやっ
ていいよ」とか、そういう「いいよ」と「駄目よ」を教わるわけです。これ
がハラールとハラームです。だから、子どもが小さい時から、これはハラー
ル、これはハラームという形で身に付けていくものなのです。
イスラームの立場からすると、ハラールは神が許したもの。イスラーム法

の中では合法的なものになります。クルアーンの中には、「地上にあるあら
ゆる資源（動物でも植物でも）の中で、ハラールでタイブなものを食べなさ
い」と書かれています。この「ハラール」と「タイブ」というのは、対でよ
く出てきます。「タイブ」というのは、良いものとか健全なものということ
です。
このハラールと対立するのがハラームです。これは禁じられたものとか、

イスラーム法で非合法なものですが、その間に「シュブハー」すなわち「疑
わしいもの」があります。例えばこの食品はハラールなのか、ハラームなの
か困った時には、疑わしいものはやめたほうがいい。日本だと、疑わしきは
罰せずということになりますけれど、イスラームの場合、疑わしいものは罰
して、食品ならば食べないほうがいいということになります。この点もハラー
ル食品の問題を考える時に重要になります。
クルアーンに書かれているもので食べてはいけないものは、ブタとイヌで

す。ニワトリ、ウシ、ヤギ、ヒツジ、そういうものは基本的に食べても構わ
ないのですが、それらについて、きちんとイスラーム式の屠畜法に従わない
と食べられません。だから、一般的に日本の市場に出回っている牛肉や鶏肉
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をムスリムが食べることはできません。
死肉も食べられません。例えばウシが交通事故に遭って死ぬ。その死んだ

ウシの肉を、もったいないから食べようということはできないわけです。四
つ足の動物と鳥類は、きちんと屠畜法に従った動物でないと駄目なのです。
猛禽類や肉食獣も駄目です。
流れる血液も駄目です。じつは血液は、我々が食べる食品の中に結構入っ

ています。これについてはあとで話します。ほかには酒などのアルコール類
が禁じられています。

5．ハラール基準のローカルな差異

ハラールとハラームの基準というのは、神が許したものとしてクルアーン
の中に書かれています。それから預言者ムハンマドがそれに従って行動した
り、話したりしたこともふくめてイスラーム法ができています。そのイスラー
ム法の中でも、ハラールとハラームの区別の基準というのは、法学派によっ
ても違います。スンニ派のなかにも4つの法学派があります。
すこし細かいことになりますが、4つの派の中でマーリキー派はほかの3

つの派よりもちょっと緩いです。例えばカエルやロバは、大体どこのムスリ
ムでもハラームになっていますが、マーリキー派ではマクルーフ（推奨され
ない）だとされています。やめたほうがいいけれども、禁止するというとこ
ろまではいかないという、すこし緩い扱いです。サソリ、ヘビ、ネズミ、ア
リ、ハチ、これらは一般的にハラームとされていますが、マーリキー派はこ
れらをハラールとしているといわれます。マーリキー派の分布は北アフリカ
に集中していますから、これは食の環境や入手できる食材の種類といったこ
とも関係あるかもしれません。
このようにハラールとハラームの基準は、同じイスラームの中でも微妙に

異なります。ここからイスラームが何をハラールとするかという点に関して、
屠畜法の話に移りたいと思います。
イスラームだけではなくて、ユダヤ教もキリスト教もイスラーム教も、い
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ずれも一神教です。みんなアブラハムという人間の、イスラームでいうと預
言者の1人なのですが、そういう人にさかのぼるという点で共通性がありま
す。
「イサクの犠牲」というテーマの絵画を考えてみましょう。ユダヤ教・キ
リスト教の世界では、こういう伝承に基づいた絵がたくさん残っていますが、
イスラームは偶像崇拝を禁止するので、絵は残されません。「イサクの犠牲」
というテーマについては、ユダヤ教、キリスト教、イスラーム教、いずれに
も共通した、同じような伝承があります。
昔、唯一の神を信仰しているとても敬虔なアブラハムという人物がいて、

そのアブラハムが、ある時、神から信仰の試練を与えられた。もしもおまえ
が本当に神を信じるのであれば、彼が年を取ってから生まれた唯一の息子を
神にいけにえとして差し出せと言われます。アブラハムは苦悶するのですが、
最終的にやはり神が大切だと考えて、刃物で息子の喉を切って屠り、焼き尽
くして神に捧げようとします。そこで、神は直前になって、おまえの信仰心
は分かったから、もういい。息子は殺さなくてもよい。いけにえに出さなく
てもよい。代わりに、ヒツジを差し出せばよい。と、天使にそういう指示を
送らせて、息子は命を保った。そういう話です。
キリスト教やユダヤ教の世界では、このテーマに基づく絵画が多く残され

ています。どれもいわゆるアブラハムの宗教で、イスラーム教をふくめて、
これら3つの宗教は共通の考え方です。ただ、息子の名前が、とくにスンニ
派のイスラーム教の場合には、イサクではなくてイスマイルになっています
が、話の中核部分は同じです。
基本的にこの話に象徴されるように、人間は、この世にある人間以外の生

き物より格上だとされます。それが神への信仰の忠誠を示したことによって
はっきりとする。人間と動物は違うということで、あらゆるこの世の資源、
動物でも植物でも、人間が自分たちの好きなようにできる、特権的な地位を
もって自由に利用してもよいという話になるのです。
だから、言い方を変えれば、この世にある資源は動物であれ植物であれ、

それを食べ物として口に入れる時には、神から与えられたものとして常に感
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謝しなければなりません。屠畜する時には、ちゃんと神に感謝しながら屠畜
していくことになります。
レンブラントもこの「イサクの犠牲」という同じテーマで作品を残してい

ますが、刃物で息子を屠（ほふ）ろうとする動作が屠畜の方法とたいへんよ
く似ています。つまり下から首を押さえて、刃物を見せないようにしてやる。
レンブラントはきっと、屠畜の現場を見たことがあったのでしょう。
イスラームの屠畜は「ザビハ」と呼ばれますが、基本的に動物の喉を鋭利

な刃物で切断する方法をとります。とくに気管、食道、頸動脈、頸静脈、こ
の4カ所を鋭利な刃物で一気に切るので、その瞬間に血液がどっと出ます。
血液を出し切る。鋭利な刃物を用いるのは、動物を苦しませないようにする
ためでもあります。できるだけ短い時間で、動物が気を失って死ぬ状況が望
ましい。これがイスラームの屠畜法です。
その時には、屠畜する人は「精神が健全な成人ムスリム」でなければなり

ませんし、「ビスミッラー（アッラーの御名によって）」と祈りを唱え、神の
名を唱え、ちゃんと儀礼を踏まえて屠畜しなければなりません。言い方を変
えれば、こういう正しい屠畜法をとらなければ、ウシでも、ヤギでも、ヒツ
ジでも、食べてはいけないことになります。
ちなみに、ムスリム消費者向けに、ハラール鶏肉の大量生産をしている一

部の国や地域の屠畜施設では、ベルトコンベヤーみたいなのに乗せて処理し
ています。そこにずらっとムスリムの屠畜人が並んで、ベルトコンベヤーの
前で「ビスミッラー」と、数秒に1回ぐらいずつ唱えながら鶏の首に刃を入
れていきます。「本当にそれでお祈りしているの？」と思われるかもしれま
せんが、一応形式上は整えてやっています。ほかには、祈りの文句を録音し
たものを流し続けてそこで屠畜する場合もあるそうです。さすがにこれにつ
いては「そんなのはハラールではない」という議論がありますが。
最近では、とくにヨーロッパにおいて動物愛護の思想が強くなってきてい

るので、イスラーム式の屠畜はとても残酷だというクレームが、しばしば動
物愛護団体から出ることがあります。実際にヨーロッパの大半やオーストラ
リア、ニュージーランド、ブラジルでは、イスラーム式の屠畜（ザビハ）を
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やる前に動物を気絶させるようにしています。例えば、空気圧で頭にショッ
クを与えたり、ボルトを打ち込んだりして失神・気絶させる方法（スタニン
グ）があります。ニワトリだと、水の中に軽い電流を流して失神させ、その
あとでザビハの屠畜に入ることになります。これらは新しい屠畜法で、欧米
的な考え方とイスラーム的な考え方の折衷みたいなやり方です。
ただ、こうしたスタニングとザビハを併用するイスラームの人たちもいる

一方で、それを認めない人たちもいます。スタニングをやると、しばしば動
物がショック死してしまいますが、そうすると死肉を食べることに等しいの
で、スタニングのあとでザビハをやっても駄目だという考え方もありますし、
スタニングそのものに批判的なムスリムもいます。スタニングをやることそ
のものが、もうハラールと認められないという立場を唱える人たちもいます。
そういう意味で、同じイスラームでも動物愛護思想が絡むと、どちらが残

酷かというようなところで微妙なずれがあります。これもハラール基準の一
つのローカルな差異を作り出していることになるかと思います。

6．身の回りのハラーム

イスラーム教徒はブタ肉食を禁じていますが、実際にはブタのありとあら
ゆる体の部位が、我々の日常生活の中のいろいろな消費物資に使われていま
す（図3）。
もちろんソーセージのような加工食品もありますが、肉だけではなく、パ
ン、ビスケット、ケーキなどのお菓子類には、ブタのゼラチンや脂肪分がた
くさん使われています。またペンキやクレヨンの中にもブタの脂が入ってい
ることがあります。そうすると、ムスリムはそういうものに本当は触れては
いけないという感覚があります。内臓も酵素を取るなど、いろいろな用途に
使われています。
それから骨。例えば活性炭を使ってミネラルウォーターを作る場合に、そ

の活性炭にブタの骨が使われたりします。皮からは靴や財布などが作られま
すが、皮から抽出したコラーゲンも化粧品に使われます。
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そして体毛。ブタの毛で作った歯ブラシがあります。中国に行くと、ブタ
の毛で作った歯ブラシがホテルで出てくることがあります。こういうものは
ムスリムにとっては穢れたものになります。

このようにハラール産業は食品のみならず、いろいろなところに関わって
きます。たとえば倉庫やトラック運送のような流通、輸送、貯蔵。運送する
時も、ハラールなものとハラームなものは一緒にしないという、ハラールの
流通という考え方が出てきています。また金融、保険という領域でも、イス
ラームではそもそも利子を取らないという形で金融を考えますから、これも
広い意味でのハラール産業になります。さらに観光などの複合的なサービス
産業分野もふくめると、ハラール産業はかなり広がっていることになります。
ヨーロッパのベルギーでは、しばしばムスリムとキリスト教徒の対立や衝

突なども起きていますが、ベルギーにはたくさんのムスリム、とくに北アフ
リカからの移民が多くいるので、ハラール産業はそれなりに進んでいます。
例えばベルギーではお菓子や化粧品を作る会社などが、ハラール商品を作る

図3：現代消費社会でフル活用される豚の成分
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企業のグループを作っています。
マシュマロというお菓子がありますが、世界中に広がっているマシュマロ

にはブタのゼラチンが使われているものが、かなりあります。そこでブタの
ゼラチンではない、ハラール屠畜したウシのゼラチンを使ったものなどでマ
シュマロを作ります。
マレーシアではハラールのゼラチンでクスリ用のカプセルが作られていま

す。これらはハラール屠畜したウシのゼラチンや、植物性のゼラチンに対応
するようなもので作られるのです。それでハラールの医薬品を作ります。
化粧品の場合も、ブタに由来するコラーゲンを使うことができません。ま

たムスリムは人間に由来するものも取り込んだりできないので、たとえば人
間の胎盤（プラセンタ）を用いた化粧品も使えません。ハラール化粧品を作っ
ていく試みも出てきています。

7．科学基準と宗教基準の歩み寄り

今では、ハラールの認証制度が進んでいます。グローバル化した時代にあっ

図4：ハラール食品の数 （々左：ベルギー製ハラール・
マシュマロ、右上：ハラール・カプセルを使用
したマレーシア製医薬品、右下：ハラール・ゼ
ラチンを使用したマレーシア製カプセル）
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表1：マレーシアのハラール認証の範囲と準拠される規格
MS1500：2009 ハラール食品（製造、準備、出荷、及び貯蔵に関する一般指針）

MS2200‐1：2008 イスラーム消費者向け商品（第1部）：化粧品、パーソナルケア用品の一
般指針

MS2400‐1：2010 Halalan-Toyyiban 保証物流（第1部：商品の輸送／貨物チェーン・サー
ビスの管理システムに関する要件）

MS2400‐2：2010 Halalan-Toyyiban 保証物流（第2部：貯蔵及び関連業務に関する要件）

MS2400‐3：2010 Halalan-Toyyiban 保証物流（第3部：小売りの管理システムに関する要
件）

MS2424：2012 ハラール医薬品の一般指針

MS2200‐2：2012 イスラーム消費者向け商品（第2部）：動物の骨、皮、毛皮の使用に関す
る一般指針

MS2393：2010 イスラームとハラールの原則に関する用語の定義と解釈
MS1900：2005 イスラームにおける品質管理システム要件
MS2300：2009 イスラーム的価値に依拠した管理システム要件

て、ISO、HACCP、GMP、GHPといった国際的な認証規格がかなり広がっ
てきています。ハラール認証もそれに対応した動きだといえるかもしれませ
ん。
認証制度が発達したもう一つの理由は、例えば食品一つとっても、製造工

程が複雑化し高度化していることがあります。加工食品を見ても、その食品
の中に何が、どこで、どのように使われているかというのはほとんど分から
ないのです。
その例が2000～2001年にインドネシアで起きた「味の素事件」です。最終

的な味の素の製品の中には、ブタに由来するものは入っていませんでしたが、
その製造工程の中で、ブタの内臓の中にある酵素を使っていたのです。つま
り味の素はハラームに接触したことになります。最終商品の中にはハラーム
なものは入っていなくても、作る工程で入っていたら駄目だということで、
要するに製造工程に対する関心が高まってきているのです。

表1に示したのはマレーシアのハラール認証規格です。食品から物流、化
粧品まで、さまざまなものが規格化されています。これも、国際的な規格化
の動きに対応したハラール産業の動きの一つと言えます。
マレーシアのハラール食品の基準の例として「規格MS1500：2009」を取
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り上げてみましょう。以下のような条件が定められています。

・食品あるいはその原材料にハラールでない動物の部位やその生成品、
シャリーアによらない方法で食肉処理された動物の生成品などを含まな
いこと。

・シャリーアによってナジス（najs「不浄」）とされる原材料を含まない
こと。

・人間が消費する上で安全であり、有害でないこと。
・シャリーアによってナジスとされるものによって汚染された装置を使っ
て調理、加工、製造されていないこと。

・シャリーアによって許されない人間の部位やその派生物を含んでいない
こと。（尿、血、吐瀉物、膿、プラセンタなど。）

・調理、加工、包装、保管、輸送の過程で、上記の条件を満たさないもの、
ナジスとされるものとも物理的に分離されていること。

基本的には、ブタに由来するものとか、不浄なものに触れていないという
ような宗教的な基準が大方なのですが、それ以外にも、人間が消費する上で
安全である（有害ではない）という科学的な基準も入っています。先ほどの
HACCPなど国際規格にも合ったものが要求されるのは、こういうところに
あります。
これがタイの場合だと、ハラール認証の考え方はたいへんに分かりやすい

ものとなっています。先ほど述べた「ハラールで、タイブなもの」つまり「許
された、よきもの」を現代的に解釈しています。つまり、「許された」とい
うのは宗教的に許されたという意味で、ブタとかアルコールを使っていない
ことです。もう一つ「よきもの」という点では、現代のHACCPとか GMP
といった国際規格を満たせば安全であるということです。つまりタイブは「安
全でよきもの」ということになり、クルアーンに書かれているタイブを宗教
と科学の両面から新しく現代的に解釈していると言えます。おそらくタイが
最も先駆的な例だと思いますが、今ではどこの国に行っても、タイブはこの
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ように説明されるようになりました。
また、ハラールの製造工程に対する関心が高まってきているので、サプラ

イチェーン、つまりどこから何を調達しているのかというところもできるだ
けハラールのものを、全部ハラールで一貫性を持たせようとしています。企
業と企業がお互いにハラール性を求め合う状況になるわけです。その意味で
は、ハラールにおいてもトレーサビリティを確保することが必要とされるよ
うになっているといえるでしょう。
現代のハラール規格というのは、国際基準とイスラーム基準、あるいは科

学基準と宗教基準を併せたものになっています。科学基準あるいは国際基準
によって、品質を保証したうえで、付加価値としてハラールを付けている。
それによって、本来はムスリムのためのハラールが、結果的には非ムスリム
も取り込めるようなものになっているのです。それはムスリム消費者にとっ
ては、宗教的にも安心で、科学的にも安全な食品ということを意味します。
非ムスリム消費者にとっては、科学的にも安全で、生産履歴も確認できると
いう意味で安心できる商品になる。意外と、それぞれ相互に寄ってきている
感じがします。

8．ハラールで「共食」する

じつは、ハラール産業の生産者の7～8割ぐらいが非ムスリムです。ネス
レ、マクドナルド、ケンタッキーフライドチキン、プリマなどの大企業につ
いて言えば、イスラーム圏ではたとえばマクドナルドはどんどんハラール対
応していますし、ネスレもそうです。この点、日本ではまだ対応はほとんど
なされていません。
ハラール食品の消費者はもともとムスリムのはずでしたが、すでに触れた

ように健康食品やオーガニック食品志向の人も消費しています。ハラールの
ものがオーガニックであったりすると、「まあ、大丈夫だな」ということで
非ムスリムも関心を示すのです。「HALAL IS FOR ALL」（万人のためのハ
ラール）という標語がこのハラール産業に取り入れられています。つまり、
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図5：日本製ハラール味噌（コーシェル
味噌、オーガニック味噌などの対
応も）（JHA認証）

ハラールはもはやムスリムだけのためのものではなくなっているのです。
では、すべてのムスリム消費者が同じようにハラールに関心を持つかとい

うと、そうでもありません。ある調査によれば、食肉に関してはほとんどの
ムスリムがハラールであるかどうかに関心を持っているものの、加工食品に
関しては関心が下がり、医薬品・化粧品についてはそれがハラールかどうか
を気にするムスリムは2割ぐらいになります。ただ、全般にこの関心の度合
いが上昇しつつあるのは確かでしょう。
日本の和食は、植物性食品や水産物が中心なので、ハラールには対応しや

すいと思われます。また日本食品の品質の高さも世界的に知られています。
問題は調味料の味噌、醤油、みりん、酒といったあたりが微妙なところです。
ここがハラール対応できれば、日本食はハラール化しやすいと言えます。
いまだいたい9万店近くの日本食レストランが海外にあります。海外の誰

が作っているかによって、さまざまな日本食が考えられますから、イスラー
ム圏だったら、それがハラール対応していくことは当然進んでいくだろうと
思われます。
図5に挙げているのはハラールの味噌です。これは「HIKARI MISO」と

いうブランドですがハラール、コーシェル、オーガニックの認証を得ている
ということで、海外市場を目指す会社がいろいろな戦略を取っていることが
分かるでしょう。
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図6：日本製ハラール弁当（日本ムスリム協会認証）

パンのような主食物をハラール化していくことはとても重要です。東京の
二宮という会社はハラールのパンを早い時期から作っています。同社はハ
ラールの仕出し弁当も作っていますが、これは日本ムスリム協会がハラール
認証しています。

私が勤めている静岡県立大学では、3年ぐらい前から、「ムスリム・フレ
ンドリー食」というものをメニューで出しています。ハラール化した和食や
カレーのようなエスニック料理もハラールで出しています。サバの塩焼きな
どは、ちょっとレモン味を付けて、ムスリムの人たちにも食べやすいように
するなど、若干工夫をしています。
ただ、食材はまだまだ手に入りにくいのが現状です。近くの業務スーパー

みたいなところでブラジルの冷凍ハラール鶏肉を手に入れたり、タイのハ
ラール認証を取ったカレーペーストを入手したり、そうやってエスニックな
カレーや焼そばを出したり、和食をハラールにして出したりということを
やっています。静岡県立大にはトルコやミャンマー、それにインドネシアな
どから来たムスリム学生がいます。そういう人たちと日本人が一緒に食べら
れるのです。これは給食ではなくて、いわば「共食」です。

特
別
講
演

食
を
め
ぐ
る
異
な
る
価
値
と
の
共
生

―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
ハ
ラ
ー
ル
と
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
―

47



ハラール認証よりもむしろ、素材をはっきりと示すこと、この食堂ではこ
ういう素材を使っていますよという情報を出すことのほうが大事かもしれま
せん。そうすれば、たとえ認証を取っていなくても、ムスリムが自分で判断
できます。

9．おわりに

ハラールは本来イスラームの行動規範ですが、それがグローバル・スタン
ダード化することを通して、規格化や認証制度が普及するようになりました。
しかしながら、ただグローバル化に向かって進んで行くだけではありません。
イスラーム世界の多様性を反映して、ローカルな状況が規格にも、認証制度
にも反映されている現実があります。
他方、非イスラーム世界（非ムスリム）の人たちが、イスラーム市場にど

んどん関心を持つようになっているので、それまであったローカルな食文化
（たとえば和食）が素材や味付けをハラール化させて変えていくという方向
にも向かいつつあります。その意味では、ハラールは、ローカルの食文化を
より普遍性の高いものへと向かわせているのかもしれません。グローバル化
とローカル化、このふたつの方向が並行して進んでいると思います。

（引用文献）
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